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多摩の野草 


⑩ 


カフラノギク 


キク利 • 


カワラノギク 

撮影：宮城六郎 wff 木和夫 


11月に入ると多摩川のカワラノギク 
の残り花に、早朝霜が一 Hi に陆りる朝 
がある。 

やがて HI 粦の中から昇ってきた朝日 
が霜に当たり始めると解けて水滴にな 
る。この時がいちばん華やかであたり 
は水滴がきらきらと宝石のように光輝 
く。そして水滴は僅かの風に落ちたり、 
太陽の熱で蒸発して次々と音もなく消 

えていく。 

日がでてから解けるまでの時間は長 
いが、解け始めるとそれこそあっとい 
う間のできごとで、ぐずぐずしている 
と写し損になってしまう。 


宮城六郎と自然写真の会 















◎ え < てびあんレポート ◎ 


この温もりを… 


井上康子のエッグアートの世界 

たかが卵の殻とあなどっては、いけない。ひとが技術と愛情をそそげば、ここまでアートの世界が展開される。 
井上康子さん（若菜町〉の得意技は、あの薄い設に「彫刻」をほどこすにある。 

歯医者さんでお目にかかる m 動式のヤスリのような機械で丁寧に彫りあげてゆく。 

オーストリッチ、ダース、うずら、エミュー、レアエッグなどその素材は幅ひろい。 

卵の殻を握っていると、手の温もりが伝わって、まるで「生きているよう」だという。 

作者が集中できない時は、卵がそれを察知して壊れてしまうというからデリケートこの上ない。 

いまや、井上さんのアートは海を越えてアメリカでも評価力巧 s まりつつある。 

サウザン•カリフォルニア•エッグアーティスト会貝。 















































































アムス株式会社 



首都圏に拡がる 

とみん銀行 


暮らしに、事*に 
お役に立つよう 
努力しています。 





多摩人の、多摩人による 
雑誌に育ってくれれば 



日向直人さん 

rTAMA ら•び j 欏集摂 

多摩全域をカバーする維誌が m 生し 
ようとしている0その名は PTAMA ら•び J 
という。 

まだ2号しか発行されていないので 
どのように成長してゆくのか先は見え 
づらいが、来年からはいよいよ「季刊」 
で発行してゆくという。発行元は立川 
にすっかり根をおろし、地域を耕して 
旺盛な出版活動を綫けている「けやき 
出版』（柴崎町3 丁目）。 

同社が築いてきた多摩の情報を生か 
して，その上に編集力を結集、どこま 
で読者の共感を呼ぶことができるかが 
愉しみなところしかも、読者対象は 
50代から60代という微妙な世代。 

今月は 『 TAMA ら•び J 編集長の日向 
直人さんに、発刊の努力目標、その志 
をたっぷりと伺った。 



いなげや Mims 

幸 《IV23*6 «537-1820 

花奴 TT かけ aos 

幸町 3. 17.3 0536-8785 

□ッテリア扣_軌能 
幸町 4-36 »537-4413 


たち 

幸町5!16 


ばな 

05370347 


BS タイ 1T ノ 3?ブ 佐 藤 商会 

♦■T5-10-2 0537-0912 

JA 経済センター 如 ほ 

砂川町 2-44-3 0536-1824 

JA 東京み どり立川 支 2 

砂川町 2.44-3 0536 -1821 

ふとんの 青木寝商 

若葉町 1-8-1 0536-6833 


«m u ラ 

若累町0536-3048 

みふじサイクル 

I I 若葉* T1.124 0536-7166 

紀ノ国屋 

若葉町1. 13-2 0536-1604 

エッソ石油 ドノ I ン 

若葉 *12-1 «535-3081 

いなげや费 WI 店 

若累町 3-21-1 05374199 

さ く ら 

栄町 2*4S3 0536 -6285 


I 永光薬 S 

栄町2モ8.7 0536-0260 

「か グト八ゥス ヤザワ 
*■12-59-8 tt 536-6716 

練幌用额*™ 

栄町2,59-8 0536-9711 

科1ちそ tf 佶更 

j 栄町 5-12-1 0537-0991 

相模屋酒店 

| 栄町 5-61-8 0536-2476 

森田接骨院 

| 栄町6各25 H 535-6240 

jcoffee Shop 遊香 

| 錦町 1-4-24 0527-3840 

| ステーキのリブレ 
| 錦町1务3 0527-1630 

pDK ^ fi ゆ5ぎ 

1 钸町115 05250780 

6 ss ァリス 

IOT 1-15-21 0525-1100 

p 5 ちのやブルマン 

拥町1-18>17 0524-9280 

むぎばたけ 

錦町2+1 0526-1210 

池田屋商店 

W 2- M 0 0522-3731 

美容室赤い舄 

棉町 2-1-10 0528-2389 



ム; S •魏如 於 

人がゐて、街があります。 

• # « # あなたがゐて、立川があります。 

_• そこにちょっとだけ、えくてびあん/ •• 

• リストのお店にはいつでもえくてびあん/ •• 


寿屋酒店 

轴町 2 ィ 13 C 522-3625 

T A PAS 

钸町 2129 0529 -0733 

振興信用組合 

\im?.- 2-32 0524-1471 

主田花店 

錦町 2 , 5,23 0524*4187 

セガミ蕖局 

綿町 2 - 7*6 « 525-9212 

I ^ ル 5ヤ スポーツ 

聃町 2 - 7-8 0522-2912 

アミユ-たちかわ 

錦町 3 ふ 20 fiS 26 -t 3 

そば高尾亭 

» 町 5 - 5-31 « 522-2710 

ヵフIベる•こむ一ね 

柴梅町 2 - 2-7 ft 529.7800 

寿司 由 

接鳙町 2 - 2-8 » 522-3733 

関田酒店 

柴相町 22 ィ 7 » 524-2960 


ビスト□すぎ湳 

I 柴崎町 2.2-23 tt525-9929 

f ラ•バンバ 

I 柴朌®1 2-3-3 0524 -5800 

クヮト □ 

I 1 史的町 2-3-3 »528-2983 


マイシティハウス麵㈣ 

| 柴崎町 2-3-6 »526-0148 

キヤノン01シ 3 ツブ 

| 粢焰町 2-3*6 »528,1501 

ティストァはなむら 

| 结崎町 23-9 tt522-2491 


j ブティックリッチ 

| 芡戚 SI2-3-10 «52S-2054 


ユウ都市企画 

| 诘崎町2,313 ©528.2566 

コマツホーム 

| 柴蝻町 2-4 七 0525-58 tl 


接 茶キャリー 

染觭町 2-4-7 

»528-2630 

かみゆい処 

わ 

紫 ffi 町2-4<8 

0522-8202 

芹沢ガラス店 

桀崎町 2-4-8 

0522 -3065 

小—室 

|1 

柒崎町2+8 

05222894 


j ”: 1 : レス ト ラン ほまれ屋 

15 0526-2232 

| ファソシ3ンハウス ほまれ屋 

|柴_2+15 «525-2788 
才- CH レ規きたて立川店 

I ^ ttS « J 2-4*15 0527-9473 

ぼだ lV 樹 

| 柴崦町 2-4. 18 0528 -0556 
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摩 r も教えるほどレか®.ていない f 午リン-ブ云ウマ- 
タ プラヌヒ J - •、沄糾玲哿ぁパ，も卜 

毎老と女キのカーリツ炒め J 7 80R •写寘左^ (プ 
:ハ唐裼 : 800 円•写繳右を示してくれた 

また蓼会 U 5 、- 50 名李 T といラ大小の： IX に応 I T 4 
る|ネ-ドフルコ-ス J 1 人 2500 円か t * 『«确コー¬ 
事せ雄コース」 1 人 3 . 000 A から、 

なおラ-チメニューにも人字.か蓐く 「松花 T 弁当 J 
1200円,は章科庚:人 1 矬今 y \ > / v ー ク 980円 ， H \X 
ス4續おろしポノ猷テミクラスカリクチ- 
ー ス から说へるという念のいれようた 


大 A vi の左他 

にあるカメャヒル雉に j る昭和58年4月の安店と 
から老钱•こい A 丨4どめ歴史はないかそめユ ー クな存在 
から人务の孩い® 'ある 

— ヒアー•タイニン 7 と 7 た C いるか和蓄 1 两爷 
とると居磊屋压了私り T - •ル痒あるい U れウンター I ：匪 
5 とすかりレストランぴ笤两氕か味わえる•この fBU 词 
5 たろつ J c 思わ n もぐっレフ*シーな空氕こそこたわり 
$も，て大 t // にしていると•の木 f ’ lJDL 相さん 
历邙， > ：| —ルのみなら i ，フインと ttffu とり t 

ろ；；あり mn 齩やつ H の脣ずおこなるヒーレ u 三多 


立 J " に育てられて六トー年 

•真如苑 

««« 11 2-13 Tef 5270111 •代 


PJ 


砂 

川 

町 


若 




西深覼田 ク彡ンチイール 

JR 立川駅南口諏訪通り 3522-0729 


I - T . 


tff»25 54J5 

30 芘中駕律 


和風の居酒屋のようでもあり 
洋風のレストランのようでもあり 
味は本物指向の自家製手作り 


町 



# 

この人と 

1時間⑤ 


SEA FOOD & 

A 

BEER DINING 

フ 

鞴般 11 鋩： 

わ身ヤヒル 5P 

11 30f 15 30 17iJ0- 24 
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► フ□ム * Pit 



れ」と技 t 立北口香出 r 3 分 


• i む 



から r — の ssj と r 秩父の低 
山』という単行本がありますが、 
そこで 5 fc 生 a ガィドの n ッをつか 
んだのではないでしよ、っか。 

立并けやき^さんは、电行本 
を通して素哨らしい f と出合つ 
てますから、雑誌の編集でも随分 
と力になつてくれるでしよ、っ〇こ 
れは大きな財産ですね。 

日向もつとも、それに甘えてし 
まつてはとんでもない方向に行つ 
てしまいけれども。 

立并 r えくてびあん j を编樂し 
ていて、いつも思うのですが、毎 
月新しい人に会える、この*♦ひ : i 
他に fxsl いと思います。 

日_確かに一つのって 
いると、いろいろな人に会える。 
他の戰菜では•こうはいかんでし 
よ，っね0 

立并立川だけでも、まだまだ会 
うべき人がたくさんいるくらいで 
すから、多1¢全域となるとこれ a 
無尽蒇に近いんじゃないですか。 
それに rg の沈れ」をいち早く 
察知するのもまた、 f 者の_ 
かもしれ i せん。先程の登山の話 
ですけど、ひと*は山登りと云 
えば f のものでしたけれど•い 
ま、に来ると n 年」の 
¢0者でいっぱいですものね。 

日向 U んとにそうですね。それ 
に、 ファッション 性に笛んでいる 
とい、っのか，色の組み介わせなん 
か、とってもおしゃれになつてき 
ま-^ね。 

立并 ifLhfo て、日本人 
もようやく大人らしい r ソビを覚 
えたということですかね。 

日向私も ri の i の•人 
なので•自分の目線で！：^してい 
きたいと思つているんです。ただ、 
これがベストです**とい、つ IH い方 
は濉 t たいで f ね。むしろ •1 し 


紙けたいです。こういう f 足方が 
ありますよ、はこつらの方を 
向いてるんじやないでしようか 
と。共感してくだされば锒しいで 
すけれども。 

立井創 SnHd 出されての反応は 
いかがでしたか？ 

日向女性の說者からの声が多か 
つたですね。少しカタィんじやな 
いかといが随分ありました。 
生*面： m すぎるんじやないかと。 
それに褓集部の反省としては 、 a 
ということで、アレも板せよ 
う、コレ-.^んでもらおうと詰め 
月ぎた感があります。別^:1¢*と2 
号： m が、かなり色合いが通ってき 
たのは、そういう反 f 生かそう 
としたためなんです： 

立并*^:な人たちからの反.0は 
なかったですか？ 

日向たとえば-卜八歲の統^^ 
らのハガキで、太 i の記亊にと 
ても励まされたと n これは「多1¢ 
人*稱」というべージで、と 
もに落ち込んでいた実*界の人が 
太*#に出会つて立ち直つてゆく 
話なんですけれども、この記事の 
主人公の木村さんとい、 

歲で t f にこう結んでいるん 
です。「取締役といつてもつき合 
いゴルフ、麻*の類は一切やらな 
いで押し通しているとい、ス全く 
析しいタィプの管理者像-' 缝の 
中にもしつかり J £ をおろして、今 
H もパワのである」と。 

立井.：^，左しての管埋 i をく 
つがえしてくれた、その想動が説 
者に伝わつた I 例でしようね、# 
年の、うった。確かに 『TAM 
A ら•び』は年の方に焦と本 
あてておるでしようが、育年が 5 $ 
んでるぺージがあるとい 
うことは、深いところで「人問」 
に^りかけていることになしま - r 


ね。もともと_の ffi 集というの 
は、箱集者自身が面白がらなけれ 
ばはじまらないですから。 

日向まさにそうですね h 何にで 
も興味がもてる体質のようなもの 
が要求されるんじやないかと思い 
ます。私は長いこと流通の専門誌 
を編柒していたんですけど、初心 
の頃、何にでも興味を持て、おっ 
ちよこちよいと思われるくらいの 
方がいいんだと’よくいわれたも 
んです"®の経さ •1 i を攀足れ 
ばフツトワ I クの A さですかね* 

立井そんな日向さんの 
;:期^したいですね。 I 誌を起こ 
すということは，外から見ている 
ほどラクじやないし、また一人で 
出来るという#一^じやないですけ 
ど、どうか、お|囊で^ M ねて、 
地城かせてください。 

日 A の Ji さ a 違いますけれ 
ども、お S 1 い，がんばっていきま 
しよう， 

C 

S 屈 

近頃 r 鉱呢」 t いうことを、よ 
く f 又る-人厢、生きていて自分 
にふさわしい鉱脈を•つさぐり^! 
てられれば拥の字ではないだろう 
か ♦ 今月号の r えくてびあんレポ 
—卜 J でご登場いただいた井 _ h 庚 
子さんがエツグア I 卜とい*っ iL 脈 
を掘り当てたのは五年ほど g っ 
たという-採誌の小さな Ef で、 
その存在を知って" I 気にのめり 
こんでゆ<3しかし、それだけな 
らば申なるホビ—に留まっていた 
であろう，少し器 m ならば、 si に 
でも到违できる地セ.；がある。生活 
の r ^ au 程度のことで满足十 
るか、それともその上のレベルに 

う♦并上さんの場合「アメリカ」 
という llrtr が S 場してくるぃエツ 
グ^ .1 卜といえば•アメリカが先 
進国である。そこで多くの作品を 
視て、技術も習得していつたとい 
う。®がよか〇たんだ、という見 
方もあるであろう〇琛堉に患まれ 
ていたんだという f も間違つて 
はおる i い。が•他人が云う的に 
ご当人がよく知っている。それが 
»拠に" I つの大きな鉱哌を当て 
た人は、決まってご自分の口から 
「連がよかったんです」という言 
葉が返つてくる ♦ そ、ると，自 
分に鉱一^」い、^ W を 51 き寄せる 
ための i 、- y 分の今の埦遇に 
成謝して、会う人ごとに、どんな 
にか「私」という人间は f れて 
いるかを語ることにはじまるのか 
もしれない。明日"あなたは"力 

チツと鉱睐に当たるかも 令 又くて 

ぴあんふはりと生きる力かな 

<#») h ツグア—卜 rtfi の*:秘 j 嫌±康子 

( sltr — 丁目) 

(■HI 油 sft 5? 小林 S 史 MIII 疼名 WNII 

山田*子松本わかこ 

|¥真一天 »* 男板«I明并去治五茶幸キ 

スタジオ 


a の問題なんか C すね。ところが 
?1十代"六- ft ! を対象にしている 
雑菇は案外ないんですね。この年 
代の方々への適 VJ な ffi 報を、とい 
、っのがボイントなんです。 
立并私もその世代に人りますけ 
れど、云われてみると、仕 f の 
マガジンを除くと、 f り適切な 
ものが見3たらないように思いま 
す。 

日向定年の問題、そこから f 
する 4 K 5 T 家族の問 IT 健康、旅 
行、 f などテーマは限りなくあ 
ると思うんですが、類似の雑誌が 
ないということは「下*^」は何 
もないわけですよね。 

立井かなりオリジナリティーが 
装求される。やりがいもあるでし 
ようけど。ところで「多|«」とい 
うのはどの辺ま e を*^んでしよ 

、ふね0 

日向一応’栗都9っち二十三 
区と大岛などの島を餘いた地成と 
いう風にとら X てお ^ MH すが。と 
ころが、実際にその地域を取材し 
ておすと、随分と i がちが 
うんですね**たとえば•町 ffl 市へ 
til の一 f らいに.® 
じている人がいたり、一 r * 市あた 
りですと奥«二±1:区の一部とい 
が強いみたいですし。奥多 
摩は観光地の色&いが濃いですか 
ら、他の土地とは少し違つてます 
ね。ですから同じ「多 SH :」 と呼 
んでも、 M く人によつて大分’意 
斑が淳っようです。 

立井その地域をそつく ^;^ K 
けてゆくというのは大変と云えば 
大炎ですけれども、変化に苗んで 
いて面白いと云えば、とても cfiA 
い地域じやないで- 
日向取撤み方いかんということ 
でしようか。 

A 林バイ？ 一 ?• といろ6めはい 
つも、戸惑いが付きものですが、 
n 向さんの所もその箱しさと苦し 
さを共に味わつておられる。 

日向いやあ、苦しさの方が今の 
ところ多いんじやないでしようか 

立并先程の rrf 」がないと 
いう話、これも試金石ですね"い 
わゆる「#1がないわけでし 
よ。まだ2号しか見ていないので 
先はわかりませんが，例えば守®! 
龍男さんが*多1¢の「低山 」$ 
内してますよね n が「人菩 
i 」、 2圩が r 三頭山」ですが、 
このガイドなど「怒§」のない 
勝利で、ユニークで、どこか ^ c 
年に対する優しさが®^られます 

ね"山の登り方でも、ガツガツし 
ていないというのか*? W ? のよう 
にエネルギッシュでなくても登山 

が始しめるような 51 分にしてくれ 

ます。これ a 守！ g さんというパ— 

ソナリテイ—のなせる fzr える 

かもしれませんが。 

日向守@先生は 


立幷 rTAMA ら，び」という 
ネ ーミン グ、随分しやれて^^ね0 
日向描集部が知 f 出しあつて 
あれこれ f 又たんですけど、： iS ® 
多®の人々に詨んでいただくのだ 
から「多摩ラィフ」がいいのでは 
ないかと。でも、同じネ I ミング 
で、枣 W 都が大きなィぺン1や 
s - w したよね。箱集部にフランス 
轿をやるのがいて"「ラィプ」は 
「ラ•ビ」と云うのだと聞いて、 
じゃ、 rTAM <6 •び J がいい 
ということになつて。 

立#うちの r えくてびあん j も 
「ちよつと聞いてください」とい 
うフランス語なんです。ひらがな 
にしたのも共通ですね。ところで 
創^:^が6 第2兮がこの秋と 
いうことで宋年からは早くも季 PJ 
になるんだそ、つですね。 

日向 X え P 一応2 A 、 5 月、8 
月、11月と季節の先取りをする形 
で f たいと思つているんです* 


立并うちの捆集部でも、ときど 
き、多笑土域を対象にした^:が 
欲しいねえ、なんてユメみたいな 
こと- S つてみるんですが•そのユ 
メみたいな f a 向さんの所で a 
悠然とスタ1卜させている、* ® 
しちゃぃます (Bo 
日甶いやあ、ユーゼンというわ 
けにはいきませんけど。ちょうど 
「たましん」(多摩中央倍用金雎 ) 
さんが^^密着型のサ—ビスを展 
閑されていて、商齡化社会に兵献 
できる方向で健康のこと、旅行の 
こと1生 isi のことなどをお# 
えになつておられて、うちの存 
出版で多摩に関してはそれなりに 
実績もあ—すから、それでは協 
力して I 誌、^:しようじやない 
かと0 

立并ああ、それで「たましん」 
さんの f 多摩らいふ (ft 楽部 J の茱 
内が載つているんですね。 

日向 『多樂らいふ俱楽部 J に人 
会すると i 的に№2¢できますが 
もちろん#店充り(定価五百円) 
もしてゆきます。#店で統者に手 
にとつていただいて较んでみたい 
というヴァリユ—がないと 
値がないわけですから、ここ W 年 
か_部は§|です6 
立井 ¥- く定着するといいです 

ね。私たち、立 itl の中だけを取材 



していますとよく行き； S まるこ 
とがあるんで V &、 そんな 8 T も 
っと取材«两が広ければラクなん 
だけど"なんて#•又てしまうんで 
すけど，実 PR には多 f 域をカバ 
I するの a ご f が多いんでしよ 
う。 

日向取材には手問ヒマかかりま 
すね。どこかのガィドブックを丸 
写しにしたり"机ヒで fx . たりば 
かりでは、どこか薄っぺらな£事 
になってしもんです。今度箱 
柒した2号0に「多«の滞泉郷を 
巡る」を—したんですが 、 i 
には四〇くらいの温泉があるんで 
すね。 

立并ほう、そんなにあるんです 
か？ 

日昀あるんです。企•曲した0分 
たちが驚いたくらいですから"力 
メラマンとモデルを連れて r 遥る」 
んですけど、モデルは*細です。 
溫泉に入るのって「仕事 j となる 
と相当に疲れるんです。なにしろ 
お風 B のハシゴですからね(笑0 
立并そういうのは体験しないと 
確かに分からないですね。この雑 
誌 a ^ e 化杜会と対応してゆくと 
いうのが一つの大きなテ I マでし 
ょうが、実際には何熳くらいの詨 
狙いなんですか。 

日向これもや〇てみてった 
ことなんですが、 ffl 報を一番欲し 
いのは五十代から六 4- 代なんで 

す。若い人のなら n $ にあ 

ふれておりますよね、スポ—ッで 

もグルメでも。また、七.八 

- Hi とい、-けのも增 

えてきているんです，たとえば介 


一蓮托生 

「いちれんたくしょう」と 

缺む"龙後，極^: 土で！：じ 

篇<はす)の上に生れかわる 

ということ*そのことから、 

が転じて、同志を誓いあ 

つた者たちが In ] じ fT * をとり、 

連命を杜•にすることを¥よ 


ぅになつた- 

ft 初は ' 失 W が一本の趙单 

(れんげ > に身を託することを 

街していたが • 後に他人！！忐 

についてもいう上うに 4 つた " 

一 tf を「一連」と霜くのは»り 



±1兄 <て？>|^ん 


:»看 
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多*川の近くで生まれ fr ち、昭和 •_! 
十年代に少年期を過ごした。私は「消 
流」多摩川を体感した、琅後の lit 代か 
もしれ ない。その後、 カジカ•ィモリ • 
ホタルが姿を消し、蛇龍(じやかご)や 
寄せ網で漁をする人、水しぶきに奇ボ 
をあげる子供たちもいつか Ji かけなく 
なつた。 

現在、立川付近の多.摩川は r 淸流 j 
といぅ1 H 菜が過去のものにな〇てしま 
つた。もぅ一度水遊びで冷たく疲れた 
体を、河 IJK の石で温めてみたい。 

(フォトグラフアー) 


私の立 川原 風景 第四回鈴木兑吉(荣崎|*) 














